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V239a TAO 6.5 m 望遠鏡用中間赤外線装置 MIMIZUKU の輸送後性能評価試験
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東京大学アタカマ天文台 (TAO) は、東京大学がチリ共和国アタカマ砂漠に位置する標高 5640 m のチャナン
トール山山頂にて建設中の天文台で、口径 6.5 m の望遠鏡を備える。その第一期中間赤外線観測装置として開
発しているのが Mid-Infrared Multi-field Imager for gaZing at the UnKnown Universe (MIMIZUKU) である。
MIMIZUKU は 2 – 38 µm の広い波長における撮像・低分散分光機能を持つ。さらに、離角 25 分角以内の標準
星・観測天体ペアを同時観測する機能を持ち、時間変動に影響されない大気透過率較正を実現する。これにより
高精度の測光・分光観測を可能とし、中間赤外線観測では未だ例の少ない長期モニタリング観測を実現する。
TAO の完成にさきがけ、MIMIZUKU は 2018 年度にすばる望遠鏡での試験観測を予定している。このための

すばる観測所への輸送を 10 月に完了した。輸送後の装置の状態と性能を評価すべく、すばる観測所山麓施設に
て室内実験を行った。結果、検出器を 4 K 以下に冷却できること (要求温度 8 K 以下)、光学系が中間赤外線 (波
長 > 8 µm) にて回折限界を達成できること、N および Q バンドの撮像の装置効率が 10 – 20%、分光の装置効
率が 3 – 10% であることを確認した。これらの性能は輸送前の測定と同等であり、輸送が問題なく完了できたこ
とを示す。以上の試験結果とこれに基づく最新の観測性能、さらに試験観測の内容について報告する。


